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本日の目標

◆ 機械学習モデルを作ってみる。

◆ AIの仕組みを理解し、
データとモデルの関係を学ぶ。



Introduction



AI (Artificial Intelligence )

大量の知識データに対して、
高度な推論を的確に行うことを目指したもの。
知能のようにふるまう機能。
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機械学習



機械学習とは

【学習】
知識・行動・価値観などを新しく獲得したり、
修正したりすること。

【機械学習】
計算機に学習させる仕組み、またはその研究領域。



機械学習の種類

【教師付き学習】
正解となるデータを模倣するように学習する手法。

【教師なし学習】
正解となるデータなしで学習する手法。

【強化学習】
評価指標を最適化するように試行錯誤する学習手法。



機械学習のイメージ：教師付き学習
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• データの前処理
データ収集、クレンジング、
特徴量エンジニアリングなど
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[予測]ラベル • パラメータ調整
反復回数や学習率の調整、
パラメータサーチ、ログ管理など

• モデル設計
モデルの選択、構造設計、
意味空間設計など

• 評価の定義
損失関数の選定、意味解釈など



Set Up



Set Up

①“ces-alpha.org” にログイン

配付のE-mailとパスワードを使用するces-alpha.org

ces-alpha.org


Set Up

②仮想マシンに接続して jupyter-labを開く



Set Up

③授業ページから資料をダウンロードする

1. 右クリック
2. “リンクのアドレスをコピー”

1. アップロードアイコン
2. ファイル名に貼り付けて[開く]



Exercise



実習１

異なるデータ、同じモデル

Exercise1.ipynp のコードを実行し、考察してみよう。



実習２

異なるデータ、同じモデル

Exercise2.ipynp のコードを実行し、考察してみよう。



Discussion



AIを作る
数理工学研究、先端開発、追加学習など

AIを使う
課題解決、業務効率化など
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入力

𝑓: 𝑋𝑒𝑛 → 2 − 𝑠𝑖𝑚𝑝𝑙𝑒𝑥
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𝑓: 𝑋𝑗𝑝 → 2 − 𝑠𝑖𝑚𝑝𝑙𝑒𝑥
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𝑋𝑗𝑝 ≔ ℕ𝑛実習１のケース
n,m: データ内の単語数

projX⋅(𝑥)

projX ∶ 𝑋⋅への射影

𝑓(projX⋅ 𝑥 )

2 − 𝑠𝑖𝑚𝑝𝑙𝑒𝑥∈ ?
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𝑋𝑒𝑛 ≔ ℕ𝑚



入力 出力

𝑥 𝑦𝑓2: 𝑋2 → ℝ

𝑓1: 𝑋1 → ℝ

𝑓3: 𝑋3 → ℝ

ビッグデータビッグデータ
新潟市の時系列
平均気温データ

𝑋 ≔ ℝ𝑛実習２のケース
n: データ内の日数
365日*11年分くらい

2024/11/1

𝑓1(2024)
𝑓2(92)

𝑓3(3957)

𝑋1：年, (2011,2012…)
𝑋2：日数, (2024/8/1から0,1,2…)
𝑋3：日数, (2011/1/1から0,1,2…)



学習・検証
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データ収集・処理 学習モデル・AIの利用

機械学習、ファインチューニング

性能
評価 → 利用

→ 開発、研究

「使う」と「作る」の違い



Discussion 2
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システム・規約・ガイドラインで制御実質制御不可

・プロンプト/計算パラメータ調整
・個人情報仮名化などのデータ処理
・利用ログの管理
・不適切な出力のフィルタ

・学習データの取捨選択
・学習プロセスの透明化
・ELSI諸問題

・情報リテラシーの修得
・データリテラシーの修得
・AIリテラシーの修得
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AIリテラシー

AIの基礎知識を身に付け、適切に使用する能力。



AI倫理

自律型AIの運用において、誰がその責任を負うのか

使用者

販売者

開発者

個人

法人

法律上の責任

ビジネス上の責任
※哲学的な「責任」
→自由意思に基づく行為

（2024年現在、議論中…）



法律（ハードロー）

https://artificialintelligenceact.eu/

https://artificialintelligenceact.eu/


利用規約（ソフトロー）

https://openai.com/ja-JP/policies/terms-of-use/

https://openai.com/ja-JP/policies/terms-of-use/


TIME USA, LLC. ,“OpenAI Could Quit Europe Over New AI Rules, CEO Sam Altman Warns”,
2023.05.25, 17:17 UTC+8:00, https://time.com/6282325/sam-altman-openai-eu/

2023年春頃に、EUの規制当局がOpenAIのChat GPTを
「高リスク」として透明性と説明責任を求めていた件に
関する、OpenAI の CEO（サム・アルトマン）の発言。

「しかし、その実現には技術的な限界がある」 (Sam Altman,2023)

“If we can comply, we will, and if we can’t, 
we’ll cease operating… We will try. But there 
are technical limits to what’s possible.”

Time USAによる、ロンドン大学でのSamAltmanの発言の文字起こし引用。


